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安全管理対策委員会　　第6回　　定例会議

平成　　18年11月8日（水）

　　　　　　　　場所：病院2階会議室　　　　　　　　　

　　時間：15:00～15：40　　　　　　　　　

記録者：佐々木健之　　　　　　　　　　
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· 欠席者は必ず目を通し、知らなかったという事の無いようにしましょう
１、小坂先生の勉強会について

　第3回小坂Dｒ勉強会を実施中。参加日の変更はかまわないので、開催日に出席するよ

うにしてください。

2、 10月　法人内の月間事故報告

・青南病院　3件

・南山苑　　17件

＜分析＞

・２重投薬について→投薬者同士の連絡の不備。服薬チェック表の確実な使用をする。

・転倒について→高齢者には転倒は「して当然」という意識が必要。その中でも、ハイリスクの方には常時付き添い、見守りすることが必要。また、転倒防止のための策（患者アセスメント、対応策）も合わせて考えておく。

スタッフ間でのハイリスクの方の情報共有の徹底。

· 利用者様の暴行に対しての対応→いかなる状況（スタッフが抵抗した場合など）でも、受傷は許される行為ではない。暴力行為などに対しての包括的な対応を身につける必要あり。

· 事故の大小に関わらず、ご家族、保証人には即座に連絡をすること。（こちらの過失の有無に関わらず）

· 高齢者や、精神症状が悪化している方に関しては、自身の体調についても自己管理出来ていない方も多いので、入浴介助時など全身状態の観察を怠らない。

· 利用者様、患者様同士のトラブルでも施設管理という面での責任を問われる。

